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中
・
東
欧
に
位
置
す
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
近
隣
国
で
あ
る
ポ
ー
ラ

ン
ド
や
チ
ェ
コ
な
ど
と
と
も
に
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）

お
よ
び
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
双
方
に
加
盟
す
る
「
西
側
」
の
国
だ
が
、

他
方
で
ロ
シ
ア
や
中
国
と
も
緊
密
な
関
係
を
保
っ
て
き
た
。
特
に
ロ

シ
ア
、
中
国
と
の
二
国
間
の
関
係
は
、
二
〇
一
〇
年
の
総
選
挙
で
オ

ル
バ
ン
・
ビ
ク
ト
ル
が
首
相
に
返
り
咲
い
て
以
降
、
そ
の
傾
向
は
顕

著
で
あ
る
。
オ
ル
バ
ン
は
、
一
四
年
の
ク
リ
ミ
ア
危
機
で
は
プ
ー
チ

ン
の
ロ
シ
ア
を
、
ま
た
南
シ
ナ
海
や
新
疆
ウ
イ
グ
ル
を
め
ぐ
る
問
題

で
は
習
近
平
の
中
国
を
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｅ
Ｕ
内
で
擁
護
す
る
立
場
を

と
っ
て
き
た
。

　

そ
の
よ
う
な
オ
ル
バ
ン
の
立
場
は
、
今
次
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
を
経
て
も
、
大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

一
方
に
お
い
て
彼
の
政
権
は
、
欧
米
諸
国
に
よ
る
対
ロ
金
融
・
経
済

制
裁
に
同
調
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
人
道
支
援
や
同
国
か
ら
の
避
難

民
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。
国
連
総
会
の
緊
急
特
別
会
合
で
は
、

人
権
理
事
会
の
理
事
国
で
あ
る
ロ
シ
ア
の
資
格
停
止
に
賛
成
票
を
投

じ
て
も
い
る
。

　

と
は
い
え
、
軍
事
分
野
で
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
に
つ
い
て
は
、
欧

州
の
多
く
の
国
と
違
い
極
め
て
消
極
的
な
姿
勢
を
崩
し
て
い
な
い
。

ロ
シ
ア
産
の
天
然
ガ
ス
と
石
油
の
輸
入
禁
止
に
も
、「
レ
ッ
ド
ラ
イ

ン
だ
」
と
拒
否
反
応
を
示
し
て
き
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
が
ル
ー
ブ

ル
で
の
支
払
い
を
は
ね
つ
け
た
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を
標
榜
し
、
あ
る
い
は
同
じ
よ
う
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
情
に
あ
る
ス
ロ
バ
キ
ア
が
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
に
奔
走

日
本
大
学
教
授

山
本 

直

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
支
援
に
消
極
的
で
、

ロ
シ
ア
産
の
天
然
ガ
ス
と
石
油
の
輸
入
禁
止
に
も
反
対
を
掲
げ
る
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
オ
ル
バ
ン
政
権
。

「
独
自
路
線
」
は
対
ロ
制
裁
網
の
抜
け
穴
と
な
る
の
か
。

や
ま
も
と　

た
だ
し　

同
志
社
大
学
院
法
学

研
究
科
博
士
後
期
課
程
退
学
。
博
士
（
政
治

学
）。
北
九
州
市
立
大
学
准
教
授
な
ど
を
経
て

現
職
。
専
門
は
欧
州
の
国
際
政
治
。
共
著
に

『
Ｅ
Ｕ
欧
州
統
合
の
現
在
（
第
四
版
）』『
欧
州

統
合
史
』
な
ど
。

欧
州
の「
親
ロ
派
」オ
ル
バ
ン
政
権
の
戦
略

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻　
世
界
の
視
点 

④　
ハ
ン
ガ
リ
ー
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す
る
な
か
に
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
姿
勢
は
、「
親
ロ
シ
ア
的
」
に
見

え
る
。

　

オ
ル
バ
ン
が
ロ
シ
ア
の
侵
攻
後
も
親
ロ
シ
ア
を
貫
け
た
の
は
、
反

ロ
シ
ア
を
掲
げ
て
二
〇
二
二
年
四
月
の
総
選
挙
を
戦
っ
た
野
党
の
支

持
が
伸
び
悩
ん
だ
こ
と
が
大
き
い
。
オ
ル
バ
ン
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
に
は

以
前
か
ら
定
評
が
あ
る
。「
最
優
先
に
な
す
べ
き
こ
と
は
、
わ
が
国

民
の
生
命
を
守
り
食
糧
を
確
保
す
る
こ
と
だ
」「
好
戦
的
な
野
党
が

西
欧
の
友
人
た
ち
の
ご
機
嫌
を
取
っ
て
い
る
」「
ロ
シ
ア
産
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
禁
輸
は
、
わ
が
国
の
経
済
に
原
子
爆
弾
を
投
下
す
る
よ
う
な

も
の
だ
」
と
い
っ
た
彼
の
言
説
は
、
そ
の
支
持
層
に
心
地
よ
く
響
く

よ
う
で
あ
る
。

　

し
か
も
オ
ル
バ
ン
は
、
公
共
放
送
を
は
じ
め
と
す
る
国
内
の
主
要

メ
デ
ィ
ア
を
統
制
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
メ
デ
ィ

ア
で
反
ロ
・
反
プ
ー
チ
ン
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
抑
え
込
め
ば
、
体
制

は
盤
石
と
な
る
。

独
自
路
線
を
支
え
る
国
民
の
強
い
支
持

　

と
こ
ろ
で
、
オ
ル
バ
ン
の
親
ロ
シ
ア
路
線
は
、
彼
自
身
の
矜
持
に

よ
っ
て
さ
ら
に
強
固
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
起
点
と

な
り
う
る
の
は
、
二
〇
一
四
年
七
月
の
ル
ー
マ
ニ
ア
で
の
演
説
で

あ
っ
た
。
そ
の
演
説
に
お
い
て
オ
ル
バ
ン
は
、
自
由
民
主
主
義
の
体

制
で
は
国
家
は
今
後
成
功
で
き
な
い
と
説
い
た
。そ
の
う
え
で
彼
は
、

「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
ト
ル
コ
、
ロ
シ
ア
と
い
っ
た

花
形
の
国
々
」
を
模
範
に
す
べ
き
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
主

張
は
、
民
主
主
義
、
人
権
尊
重
お
よ
び
法
の
支
配
な
ど
を
重
視
す
る

現
代
欧
州
に
お
い
て
許
容
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
の
権
威
主
義

的
な
統
治
の
あ
り
方
も
相
ま
っ
て
、
Ｅ
Ｕ
や
人
権
団
体
の
ほ
か
、
他

の
加
盟
国
、
国
内
の
野
党
か
ら
の
批
判
が
、
以
後
相
当
に
強
ま
る
こ

と
に
な
る
。

　

し
か
し
オ
ル
バ
ン
に
も
、
自
身
の
主
張
を
貫
く
こ
と
で
四
年
に
一

度
の
総
選
挙
に
四
連
勝
し
、
ま
た
首
相
と
し
て
は
通
算
で
五
選
を
達

成
し
て
き
た
と
い
う
自
負
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
自
負
す
る
オ
ル
バ

ン
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
反
ロ
シ
ア
に
転

じ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

も
っ
と
も
、
オ
ル
バ
ン
が
脱
欧
・
入
ロ
シ
ア
に
舵
を
切
る
と
も
考

え
に
く
い
。
国
内
基
盤
が
安
泰
で
あ
る
た
め
に
、
現
状
を
大
き
く
変

更
す
る
動
機
が
働
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
現
実
的
な
道
は
、

対
ロ
シ
ア
で
E
U
と
妥
協
し
つ
つ
、
E
U
各
国
の
極
右
政
党
と
の

連
携
を
強
め
る
こ
と
で
あ
る
。「
左
翼
と
リ
ベ
ラ
ル
が
牛
耳
る
惨
状

か
ら
欧
州
を
取
り
戻
す
」
が
そ
の
際
の
掛
け
声
と
な
る
。

　

E
U
は
、
厄
介
な
メ
ン
バ
ー
を
内
部
に
抱
え
込
み
続
け
る
こ
と

に
な
る
。
●




